
　
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す

︵
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
︶
。

　
間
伐
と
い
う
作
業
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
森
の
お
手
入
れ
と
し
て
行
わ

れ
る
大
切
な
作
業
の
一
つ
で
、
体
力

や
集
中
力
が
必
要
で
す
。
作
業
を
通

し
て
森
の
お
手
入
れ
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
１
日
㈯
　
午
前
10
時

　
〜
午
後
３
時

▽
健
康
フ
ラ
ダ
ン
ス
　
ス
ト
レ
ッ
チ

　
で
体
を
ほ
ぐ
し
て
優
雅
な
ダ
ン
ス

　
を
踊
り
ま
す
。

　●

日
時
…
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
︵
祝

　
日
を
除
く
︶

　●

講
師
…
小
林
容
子
さ
ん

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
な
ど
…
バ
ス
タ
オ
ル
か
ヨ

　
ガ
マ
ッ
ト
、
運
動
し
や
す
い
服
装

　●

費
用
…
１
回
５
０
０
円

▽
ト
ラ
ン
プ
脳
活
　
認
知
症
予
防
に

　
効
果
的
な
ト
ラ
ン
プ
で
脳
ト
レ
し

　
ま
し
ょ
う
。

　●

日
時
…
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
︵
祝
日
を

　
除
く
︶

　●

講
師
…
萩
野
セ
ン
タ
ー
職
員

　●

費
用
…
１
回
５
０
０
円

▽
場
所
　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験

　
学
校

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
校
４
年

　
生
か
ら
６
年
生
ま
で

▽
定
員
　
10
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
チ
ラ
シ
兼
申
込
書
配
置
場
所
　
環

　
境
政
策
課
︵
五
日
市
出
張
所
︶
、

　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
、

　
生
活
環
境
課
、
中
央
図
書
館
、
東

　
部
図
書
館
エ
ル
、
五
日
市
図
書
館

※
チ
ラ
シ
兼
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　
す
。

▽
主
催
　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験

　
学
校

▽
申
込
み
方
法
　
１
月
30
日
㈭
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
ん
だ
後
、
申
込

　
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
送

　
付
す
る
か
直
接
体
験
学
校
に
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
小
宮
ふ
る
さ

　
と
自
然
体
験
学
校
［
〒
１
９
０
ー

　
０
１
７
４
　
乙
津
１
９
８
４
、
☎

　
５
９
６
・
０
４
１
４
︵
午
前
９
時

　
〜
午
後
５
時
、
月
曜
日
を
除
く
︶
］

▽
お
雛
様
の
押
し
絵
　
桃
の
節
句
に

　
可
愛
い
お
雛
様
の
押
し
絵
を
作
り

　
ま
し
ょ
う
。

　●

日
時
…
１
月
29
日
㈬
・
31
日
㈮
　

　
午
後
１
時
〜
３
時
︵
全
２
回
︶

　●

費
用
…
初
回
一
括
千
円
︵
材
料
費

　
込
︶

　●

講
師
…
開
戸
セ
ン
タ
ー
職
員

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
英
語
で
話
そ
う
！
︵
初
級
英
語
︶

　
初
心
者
向
け
の
英
会
話
教
室
で

　
す
。
楽
し
く
英
会
話
を
し
ま
し
ょ

　
う
。

　●

日
時
…
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

　
午
前
10
時
〜
正
午
︵
祝
日
を
除
く
︶

　●

講
師
…
橋
本
富
夫
さ
ん

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
…
筆
記
用
具
、
電
子
辞
書

　
︵
持
っ
て
い
る
方
︶

　●

費
用
…
１
回
千
円

　●

日
時
…
２
月
か
ら
７
月
ま
で
の
第

　
１
・
第
３
木
曜
日
　
午
後
１
時
〜

　
３
時
︵
祝
日
を
除
く
︶

　●

講
師
…
北
島
初
音
さ
ん

　●

定
員
…
５
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

費
用
…
１
回
５
０
０
円
︵
材
料
費

　
別
︶

▽
ネ
ク
タ
イ
ネ
ッ
ク
レ
ス
　
簡
単
で

　
素
敵
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
り
ま
し

　
ょ
う
。

　●

日
時
…
１
月
24
日
㈮
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時

　●

講
師
…
手
芸
講
師

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
…
ネ
ク
タ
イ

　●

費
用
…
８
０
０
円
︵
材
料
費
込
︶

▽
四
季
折
々
の
折
り
紙
教
室
　
１
枚

　
の
折
り
紙
で
四
季
折
々
の
も
の
を

　
作
り
ま
す
。
指
先
を
使
う
事
で
脳

　
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、

寝
た
き
り
な
ど
の
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
方
に
は
、
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。
所
得
税

や
住
民
税
の
申
告
の
際
に
添
付
す
る

こ
と
で
、
本
人
か
そ
の
扶
養
者
が
、

障
害
者
︵
特
別
障
害
者
︶
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
定
書
の

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援

　
課
介
護
認
定
係

　
減
塩
が
必
要
な
理
由
や
薄
味
で
も

お
い
し
く
感
じ
る
調
理
の
コ
ツ
な

ど
、
講
話
と
調
理
実
習
で
楽
し
く
学

び
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
14
日
㈮
　
午
前
10
時

　
15
分
〜
午
後
１
時
︵
10
時
か
ら
受

　
付
︶

▽
場
所
　
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　

　●

講
話
…
高
血
圧
予
防
と
減
塩
、
バ

　
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

　●

調
理
実
習
…
じ
ゃ
こ
の
炊
き
込
み

　
ご
飯
、
肉
団
子
と
青
梗
菜
の
煮
込

　
み
な
ど
︵
１
食
分
︶

▽
講
師
　
健
康
課
栄
養
士

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
方

▽
定
員
　
25
人
︵
抽
選
︶

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

▽
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
三
角
巾
、
手
拭
用
タ
オ
ル
、
味
噌

　
汁
︵
塩
分
濃
度
測
定
希
望
者
︶

▽
費
用
　
３
０
０
円

▽
そ
の
他
　
希
望
者
に
味
噌
汁
の
塩

　
分
濃
度
測
定
を
行
い
ま
す
。
申
し

　
込
み
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
方
法
　
１
月
16
日
㈭
か
ら

　
２
月
３
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
で
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
課
健
康

　
づ
く
り
係
︵
直
通
５
５
８
・
１
１

　
８
３
︶
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萩
野
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
）

開
戸
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
５
０
・
２
７
５
５
）

五
日
市
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
３
３
・
０
３
３
０
）

森
っ
こ
サ
ン
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ

　
　
　
「
森
の
お
仕
事
体
験
」

要
介
護
認
定
を

　
　
　
　
受
け
て
い
る
方
の

「
障
害
者
控
除
対
象
者

　
　
　
　
認
定
書
」
の
交
付

健
康
教
室
「
美
食
健
」

〜
少
し
の
工
夫
で
減
塩
上
手

　
　
　
　
（
高
血
圧
予
防
）
〜

高
齢
者

げ
ん
き
応
援
事
業

森林レンジャーがゆく森林レンジャーがゆく 赤鼠赤鼠
（96）

あかねずみあかねずみ

　新しい年が始まりました。今年の十二

支「子」にちなんで今回はネズミの話で

す。

　私にとって、ネズミといえばアカネズ

ミです。アカネズミは、北海道から九州

まで日本のほぼ全域に分布する固有種

で、河川敷から奥山まで様々な環境に生

息する森林性の野ネズミです。夜行性の

ため昼間に出会う機会は少ないのです

が、数年前の秋、一度だけじっくり観察

できる機会がありました。それは偶然、

アカネズミの巣穴近くにいた時のこと。

巣穴からアカネズミが顔を出し、私の気

配を感じて一度は巣に戻ったのですが、

じっと動かずにいると再び顔を出してし

ばらく様子を伺った後、何かを探し始め

ました。どうやら落ちている木の実が目

当てだったようです。アカネズミは名前

の通り、赤褐色の毛をした大きな目と耳

が可愛らしい生き物です。秋のアカネズ

ミは、多くの野生動物同様、冬を生きき

るためにせわしなく食物を探し、食べ、

蓄えています。年間を通して植物の種子

や果実、根茎、実生、昆虫などを食べま

すが、秋以降はどんぐりが主な食物とな

ります。どんぐりの実り具合に同調して

アカネズミの個体数が変動するといわれ

ていることから、どんぐりはアカネズミ

の大好物だと思いがちですが、実はどん

ぐりにはタンニンが大量に含まれてい

て、食べ慣れないと中毒を起こしてしま

うそうです。少しずつ食べてタンニンを

無毒化できるようにしながら利用してい

るそうです。「蓄える」という無意識の

種まきが森林の世代交代を助けるととも

に、多様な生き物に捕食されることで、

森林生態系を維持する役割も担っている

アカネズミ。森でアカネズミの食痕に出

会う時、小さな生き物の重みを感じるの

は私だけでしょうか。ちなみに「干支」

は「庚子」です。植物の生長に例えると、

「庚」は植物の生長が止まって新たな形

に変化しようとする状態を表し、「子」

は固い種に押し込められていた生命が新

たに芽生えて色々な方向に育ち始める状

態を表すという説があります。本市の自

然にとっても芽吹き多い年となりますよ

うに…。　　　　　　　　　（加瀬澤）

（以下は広告枠です）

ひ
な

ね

え　と

かのえね

かのえ

か
ん
ば
つ

ち
ん
げ
ん
さ
い


